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第 8 巻 第 1 号 (1959, 昭和 34 年 2 月 , 1 頁 ~154 頁 ) 


論文 番号 者 文 
1. 国井 喜 章 : 子 油 の 殺 作用 に 関す る 研究 (3) の 酸素 消費 量 に お ょ ぼ す 子 油 の 影響 
2. 進 貞 夫 ・ 蔵 元 虎 蔵 ・ 市 原 強 ・ 市 原 鶴 雄 : 肝 峰 症 の 龍 集 反 応 Rapid Flocculation 
Test に 関す る 研究 (2) 各種 抗原 液 の 検討 enormeieeeeeeeesemreeeeeeeee (6~12) 
3. 伊藤 二郎 ・ 渡 辺 強 三 ・ 野 口 政 灯 ・ 望 月 久 ・ 前 川藤 造 : 静岡 県 下 に お ける いわ ゆる 
野犬 の 寄生 (2) 大 お よび 犬 (13~18) 
4. 一 井 昭 五 ・ 松 本 克 意 ・ 杉 浦 健 一 : 遇 虫 の 体外 飼育 時 に お ける 代 講 像 の 変動 
5. 横川 宗雄 ・ 村 和 ・ 鈴 木 一 : 南 豆 方 の ド レス 口 虫 Grathostoma 
doloresi Tubangui, 1925 (1) その 分 布 と 形態 学 的 知見 補遺 eeeeeeeee・ (22~28) 
6. 大 家 : 豚 4scaris jkmbricoides var. suis の 筋肉 と ょ る Malic acid 
の 酸化 的 脱 誠 酸 , お ょ びそ の 他 の TCA 回 路 中 間 代 講 基質 の 酸化 に つい て ーー………… (29~43) 
7. 横川 宗雄 ・ 大 島 籍 夫 : 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 た 関す る 研究 (VD) 
硫 安 お よび 低温 え メタノール 分 画 法 に よる 蛋白 分 画 の 抗原 性 に つい て ree (44~49) 
8. 鈴木 了 司 : 東京 都 一 農村 に お ける 釣 虫 の 麗 学 的 調査 と その 考察 erereeeereseseeeeeee (50~56) 
9. 飯島 大 田 浄 ・ 中 島 進 一 : 宮入 の 関す る 研究 
(2) の 効果 に つい て (57~61) 
10. 意 : 生 線 虫 類 感染 幼虫 の 生態 に 関す る 研究 
(2) 鋼 虫 類 , 毛 洋 線 虫 等 の 試験 管 培養 検出 法 に 於 ける 至 適 条件 の 検討 ee (62~68) 
11. 白坂 意 : 生 線 虫 感染 幼虫 の 生態 た 関す る 研究 
(3) 検便 材料 の 保存 条件 が 培養 成績 た 及ぼ すす 影響 に つい て ememmeeeeeeeeeeseeeee (69~75) 
12. 橋本 ミヤ イリ ガイ Oncomelania nosophora の 判別 法 と 
その 自然 お ける 性 比 と つい て (76~80) 
13. 中 一 : 屋 便 内 虫 卵 分 布 に 関す る 研究 (81~90) 
14. 門 俊 太 ・ 山 田 節夫 ・ 幸 政 : 4mcylostoma duodenale 
仔 貝 の 走向 性 Tropism 並び に 抵抗 性 Resistance に つい て ceeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee' (91~95) 
15. 小宮 義孝 ・ 小 鳥 邦子 : 土 中 に 埋没 され た ミヤ イリ ガイ QOncomelania nosophora 
の 移動 お ょ び 死 状 況 に つい て (96~101) 
16. 保阪 幸男 : ミヤ イリ ガイ 剤 の 実験 室内 効果 判定 検討 (1) (102~107) 
17. 純一 : の 卵 陽性 者 率 と 真 の 感染 者 率 , 単 性 感染 者 率 及 び 平 均 感 数 
と の 関係 に つい て の 考察 (1) 理論 模型 作製 の 基礎 資料 の 検討 ee (108~114) 
18. 岡田 周子 : 効果 判定 に 関す る 研究 1) TTM. 反応 (115~121) 
19. 吉田 幸雄 ・ 宮 本 正実 : 大 平 肺 吸 虫 Paragonimus ohirai Miyazaki, 1939 


の 第 1 中 間 宿 主 ム メン ヤ ド リ カワ ザン ショ ッ リウ Assiminea parasitologica 


Kuroda, 1958 (横川 ・ 小 山 等 に た よる ツウ スイ オカ チ グ サ ) に 関す る 研究 ーー… (122~129) 
重光 : ybanosoma gambiense の 免状 学 的 変異 た 関す る 研究 


・ 福 多重 光 : 7ypanosoma gambiense の 的 関す る 研究 


(2) 変異 株 の 抗原 構成 と その 原 株 復 誕 と の 関係 neemeeeeeeereeesaseteeseeee (137~147) 
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寄 学 雑誌 ・ 巻 ・ 第 6 号 


木 正三 ・ 福 喜多 電光 ・ 松 代 : Trypanosoma gambiense 
の と その 性 抗体 に よ る 誘導 変異 の 詳細 な 追究 (148~154) 


第 8 巻 第 2 号 (1954, 昭和 34 年 4 月 , 155 頁 ~294 頁 ) 


伊藤 二郎 ・ 渡 辺 強 三 ・ 野 口 政 煙 ・ 望 月 久 ・ 前 川藤 造 : 静岡 県 下 に お ける いわ ゆる 


野犬 の 寄生 (3) 犬 , 犬 糸状 虫 よび 血色 食道 (155~159} 
中 出 く に 子 : 環 虫 卵 の 経 気道 感染 と 関す る 研究 

(4) 風塵 と し て の 鍋 虫 卵 の 吸入 お よび それ に よる 経 気道 感染 成立 の 有無 に つい て ……・ (160~165} 
純一 : 虫 の 卵 陽性 者 率 と 真 の 感染 者 率 , 単 性 者 率 及 び 平 均 感 委 数 

と の 関係 に つい て の (2) 理論 横型 の 作 (166~173} 
・ 中 島 正 : 集団 原虫 か ら 得 た 排 多 分 布 を 推定 する 方 法 に つい て 

(1) 集団 虫 お 入 院 時 間 別 排 典 (174~178} 


純一 ・ 西 村 : 法 に ょ る 検便 成績 か ら , の 真 の 感染 者 率 , 
平均 感染 虫 推定 する 伏見 の 方 の 実際 応用 例 大阪 市 の 二 小 


学校 児童 の 6 ~8 年 間 に る 感染 状態 の 推移 (179~188) 
西村 角 : 種々 な 温度 に 於 ける 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 

(2) 土壌 相 に 於 ける 4. duodenale 及び A. caninum 仔 虫 に つい て の 観察 ・………… (189~195} 

. 小宮 飯 利 : ミヤ イリ ガイ の に 対す る 抵抗 の 地域 に つい て (1) ーー (196~199) 
田 小 : 集団 か ら 得 た 排 で 多 分 布 を 推定 する 方 法 に つい て 

(2) 時 間 別 の 保有 者 数 , よび 優 (200~203)} 
石井 俊雄 : Larva migrans に 関す る 研究 (1) 犬 信 虫 感 委 幼 虫 の 期 (stage) に つい て …………… (204~208} 
矢島 ふき : 多 Carrier に 関す る 生 学 的 研究 

1) 年 齢 別 感染 曲線 の 推移 と その 商学 的 考察 (209~215)} 
矢島 ふき : 多 Carrier に 関す る 人 生 学 的 研究 (2) 地域 虫 感染 率 の 推測 に つい て (216~222) 
鈴木 了 司 : 埼玉 県 一 農村 に お ける 釣 虫 の 疫学 的 調査 と その 考察 ereeeeeeeeereee (223~231) 
岡田 周子 : 虫 効 果 判 定 に 関す る 基礎 的 研究 

(2) T.M. 反応 の 電気 法 に る 抗原 及び 抗体 の 検討 (232~236} 
石川 道雄 : 所 調 喰 症 の 2 例 (237~239} 
小島 邦子 ・ 田 三 由 : 東京 都内 の 学童 お よび その 家族 の 調査 と その 成績 (240~243) 
志 々 目 郭 : 負 虫 保有 者 と 疾病 発生 と の 関係 に つい て meeeeeeeeeeeeeeereeeeeeemeeeeme (244~252) 
赤松 : 体腔 液 成 分 に よる ア レル ギー の 実験 病理 学 的 研究 

(1) 反応 の 態度 に 就 い て (253~277)} 
埋 村 保 : 肺 吸虫 症 ( 小 型 大 平 肺 吸虫 ) に 関す る 実験 的 研究 

(1) 小型 大 平 肺 吸虫 成 の 白 腔 内 移植 試験 (278~293} 


・ 柳井 富夫 : 腸管 外 に 置か れ た 各種 顕 虫 卵 の 態度 並び た 運命 に 関す る 研究 


(1) マッ ス の 腹腔 内 に 投与 され た 場合 enteeeeeeeeeeeeeeeereeeeeeeeeee (294~311) 


第 8 巻 第 3 号 (1959, 昭和 34 年 6 月 , 259 頁 ~452 頁 ) 総会 記事 号 
第 8 巻 第 4 号 (1959, 昭和 34 年 8 月 , 453 頁 ~648 頁 ) 


伊藤 二郎 ・ 渡 辺 強 三 ・ 野 唱 政 畑 ・ 望 月 久 ・ 村 上 正博 ・ 静 岡 県 下 に お ける 


いわ ゆる 野犬 の 寄生 (4) 吸虫 類 (453~457)} 
石川 道雄 : 虫 体 細胞 に つい て (458~463) 
雷 樽 保 : 大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 

(1) 思 丸 と 卵巣 の 大 き さ の 比較 , 殊 に 犬 感染 虫 体 に つい て emereeeereeeeeeeeree・ (464~478) 


45. 二村 保 : 大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 
(2) と 卵巣 の 大 き さ の 比較 , 殊 に 感染 に (479~494) 
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富村 保 : 大 平 肺 吸 虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研究 


(3) と 卵巣 の 大 き さ の 比較 殊 に 感染 虫 体 に つ し (495~508) 
. 荻野 : 農村 に お ける と 多 症 と の 関係 
(2) 虫 非 感 染 者 の 血色 素 量 と その 生活 状態 (509~514) 
荻野 阿部 治子 : ペラ ジ ン に よ る 時 駆虫 に つい て (515~517) 
. 勝 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 
(1) 肺 吸虫 感染 犬 内 の 排出 状況 (EP.D.) た つい て (518~522) 
各 昭 三 : 石川 県 産 雷 魚 に 審 生 す る Strigea 科 の 未知 メタ セル カリ ア に つい て (523~526) 
. 小野 豊 ・ 木 村 重 ・ 久 薄 時 : 人 工 感染 肝 姫 和牛 に お ける 小野 皮 内 反応 の 消長 に つい て …………… (527~531) 
森下 薫 ・ 西 村 猛 ・ 今 村 責 : 一 農村 部 落 に 於 ける 上 虫 卵 の 立体 的 分 布 に 関す る 観察 -…………・ (532~541) 
森 和 雄 ・ 岡 本 謙一 ・ 中 込 仕 ・ 杉 浦 健一 : 濾紙 に ょ る 宮入 中 の 生 熊 観察 ee (542~546) 
岩井 : Trichomonas vaginalis の 二 , 三 薬剤 に 対す る 増強 に つい て (547~557) 
石井 俊雄 : Larva migraus に 関す る 研究 (2) 犬 お ょ び 豚 顕 虫 の マウ ス 体 内 
移行 効 虫 の 行動 と 形態 の 比較 / な ら び に これ ら 幼 虫 の 再 感染 能 と の 関連 に つい て ……・ (558~566) 
高橋 : マン ソ ン に関する 研究 (1) 発育 過程 に つい て (567~574) 
国井 喜 章 : 電 子 油 の 殺 卵 作用 に 関す る 研究 (4) 井 子 油 の 殺 卵 作用 に 及ぼ す 温 度 の 影響 ……… (575~579) 
: 農薬 の 卵 発育 に 及ぼ す 影 響 (1) 試験 管内 効果 に つい て (580~585) 
飯島 利 : 日 本 住 箇 虫 の 中 間 宿 主 ミ イ リガ イ 個体 の 自然 
に お ける 消長 に 関す る 生態 学 的 研究 ee (586~600) 
窪田 久子 : 自律 神経 平衡 状態 よ り 見 た 症 の 解析 に つい (601 ~609) 


・ 西村 絡 : 種々 な 温度 に 於 ける 多 虫 の 組織 侵入 性 に 関す る 研究 


(1) 固有 宿主 血 消 を 用 いた 場合 の 水 相 に 於 ける 4. caninum 和合 虫 の 態度 に つい て ……‥(610~615) 


・ 小川 初枝 : 購 虫 症 に 関す る 研究 (1) 足利 市 内 の 幼稚 園児 , 学童 お よび 


産婦 人 科 外 来 者 の 卵 調査 と その に つい て (616~620) 
赤松 : 上 体腔 液 成分 と よる アレ ルギー の 実験 病理 学 的 研究 

(2) 堅 に 於 ける アナ フイ ラキ シー 現 祭 を 指標 と し て の 研究 eeeeeeeeee (621~632) 
岡田 周子 : 効果 判定 に 関す る 基礎 的 研究 

(3) T.M. 反応 に ょ る 選 虫 効果 判定 値 と , 小宮 の 見 か け の 陰 転 率 と の 比較 ーー (633~636) 
小林 昭夫 ・ 鈴 木 了 司 ・ 安 田 一 郎 ・ 熊 田 三 由 ・ 石 井 俊 雄 ・ 小 川 初 枝 ・ 小 宮 義 孝 : 

低温 に 対す る 卵 の 性 に 関す る 研究 (637~641) 


66. 石崎 達 ・ 久 津 見 晴 導 ・ 窪 田 久 子 ・ 荻 野 汰 郎 ・ 小 宮 義 孝 ・ 高 山 久 郎 ・ 


有松 清一郎 ・ 小 野田 孝義 : 多 虫 Carrier の 臨床 的 研究 (第 4 報 ) 
出血 時 間 , 肝 機 能 , 血 消 令 折 分割 の 変化 と 症状 発現 と の 関係 に 競 て ーー (642~648) 


第 8 巻 第 5 号 (1959, 昭和 34 年 10 月 , 649 頁 ~842 頁 ) 


伊 謙二 郎 ・ 渡 辺 強 三 ・ 野 ロ 政 炊 ・ 望 月 久 ・ 河 野 鎮雄 : 静岡 県 下 の い わ ゆ る 
岩井 雄 : 薬剤 の 7chomonas vaginalis の メチ レン 脱色 能 及ぼす 影響 ………… (655~658) 


. 石井 俊雄 : Larva migrans に 関す る 研究 (3) 犬 興 虫 の ミ ミズ 体内 に お ける 叉 化 に つい て ・…・(659~663) 


小林 昭夫 ・ 石 井 俊雄 ・ 小 山 力 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 : トキ キップ ラス マ に 


関す る 研究 (1) 実験 マウ ス の 系 統 の 検討 ecoeeeeeeeeeeeseseeeneeseeeee (664~668) 

・ 高橋 較 男 : マン ッ ン 如 頭 条 虫 に 関す る 研究 (2) Plerocercoid の 組織 化学 的 研究 ーー………… (669~676) 
高橋 男 ・ 岡 本 ・ 園 江 : マン ッ ン 頭 虫 Plerocercoid の 生体 外 飼育 (677~686) 
窪田 久子 : 自律 神経 平衡 状態 より 見 た 多 虫 症 の 解析 に つい て (2) ese (687~695) 


中 村 敏 夫 : 犬 糸 状 虫 Dirofilaria immitis の 仔 虫 に 対す る 
diethylcarbramazine の 誘 出 及び 消失 作 用 に つい て (696 701) 
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[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 筑 6 号 


. 荻野 郎 : 農村 お ける と 血 と の 関係 


(3) 多 虫 非 感染 者 の 血色 素 量 一 特に 鉄 摂取 を 中 心 と し て eee (702~707) 
. 佐々 学 ・ 三 浦 昭子 ・ 小 川 正 和 : メタ アル デ ヒ ド , 種 , 亜 合 物 
な どの 日 本 住 血 吸 虫 中 間 宿 主 ミ ヤ イ リガ イ に 対す る 帝 中 効力 の 比較 試験 ーー………・ (708~713) 
林 生 ・ 佐 孝 ・ 佐 藤 金 作 ・ 高 田 : 感染 の 実験 商学 的 研究 
マッ ウッ ス 集団 に 対す る Syphacia obvelata( 腸 感染 の 場合 (714~720) 
小宮 義孝 ・ 小 鳥 邦子 ・ 小 出力 : ペ トリ シヤ ャ ー レ に よる Oncomelania 
の か ん た ん な 育 “(721~724) 
. 勝 昌 毅 : 肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 
(2) 肺 吸虫 感染 お ける 卵 の 内 排出 状況 か ら み た 各種 治療 法 の 検討 (725~739) 
李 玉 : ガラ 管内 挙動 に およぼす pH の 影響 に つい て (740~744) 
. 保阪 幸男 ・ 飯 島 利 佐 々 木 ・ 橋 本 田 次 : 野外 地 
に お ける ミヤ イリ ガイ の 発育 状況 に た つい て ecteeeeeeeeetmreee ee (745~748) 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴 田 久 子 ・ 荻 ・ 小 宮 義 孝 ・ 小 野田 : 
負 虫 Carrier の 臨床 的 研究 (第 5 報 ) 自覚 症状 及び 一 般 症状 の 発現 機構 の 解析 ………‥ (749~758) 


. 許 太 陽 : 位相 差 顕微 と る Plasmodium inui の 形態 学 的 観察 特に 生態 観察 た に つい て (759~774) 
. 柳井 富夫 : 腸管 外 に 置か れ た 各種 遇 虫 卵 の 態度 並び に 運命 に 関す る 研究 


(2) 内 た 投与 され た 場合 (775~791) 
赤松 : 体腔 液 成分 と ょ よる アレ ルギー の 実験 病理 学 的 研究 
(3) 活動 性 免疫 の 組織 学 的 変化 と つい て emteeemtrereeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee (792~804) 


津田 守道 : 肺 吸虫 Paragonimus westermani の 生物 学 的 研究 
(1) モク ズ ガ = 体内 の メタ セル カリ ア の 新 覧 集 法 と 本 法 


に よる メタ セル カリ ア の 分 布 状 況 に 就 い て necoeemmeeeeeeeee と よく (805~811) 
津田 守道 : 肺 吸虫 Paragonimus westermani の 生物 学 的 研究 
(2) 肺 吸虫 被 の 抵 た い て (812~821) 


吉田 幸男 : Paragonimus iloktsuenensis Chen, 1940 (小型 大 平 肺 吸虫 ): の 我国 に 
於 ける 第 1 中 間 宿 主 の 研究 (1) Assiminea parasitologica Kuroda, 1958 
(ムシ ヤ ャ ドリ カワ ザン ショ ッッ ツ ) 並び に Assiminea japonica von Marseut, 


1877 (カッ マ ザ ン ショ ウッ ガイ ) に 於 ける 小型 大 平 肺 吸虫 の 感染 , 発育 に つい て ………・…・ (822~828) 
高山 四郎 ・ ・ 平 野 宏 : 実験 的 に 有 感染 
せしめ た の 胃 の 病理 組織 的 研究 (829~834) 


小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 川 初 枝 ・ 久 津 見晴 竜 ・ 小 島 郎 子 ・ 熊 田 三 由 : 4- チ ョ ー ド 
チモール 製剤 に と る 虫 集団 虫 効果 と 副作用 附 多 虫 剤 の 陰 転 率 検討 ……… (835~842) 
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石井 俊雄 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 山 力 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 : トキ ッ プ ラス マ に 関す る 研究 
(2) 実験 動物 と し て の gpc 率 マ ッ ス の 週 令 お よび 性 別に ょ る 感受 性 の 差 に つい て …… (843~848) 


渡辺 昭 : 広島 県 産 a ッ モリ 審 生 吸 虫 及び ラウ ッ レ ル 氏 管 作 用 に 関す る 一 考察 に つい て (1) ……… (849~857) 
新井 博 : 有 箕 トリ ュ モ ー ナ ス の 研究 (1) 実験 的 並び た 臨床 的 騰 ト リコ 

モー ナス に ける 二 , 三 の 成就 いて (858~867) 
新井 大 浦 : リュ モー ナス の 研 腹腔 内 感染 マッ ス 腹 水 た ょ る 反応 ……… (868~871) 


佐々 学 ・ 佐 ・ 長 田 泰 ・ 池 庄司 敏明 ・ 福 島 英 雄 ・ 米 沢 士 ・ 


。 田中 寛 ・ 堀 英太郎 ・ 小 峰 債 ・ 泉 態 一 ・ 岩 井 消 明 : 奄美 大 島 の 
4 部 落 に お ける 虫 症 の 集団 原虫 法 の 比較 研究 (872~879) 
佐々 学 ・ 白 坂 竜 購 ・ 池 庄司 敏明 ・ 下 野 修 ・ 波 多野 精 美 ・ 島 川 武 夫 ・ 小 川 始 ・ 
山岡 孝夫 ・ 本 田 政雄 ・ 橋 本 忠男 ・ 小 糸 賢太 郎 ・ 原 田 責 ・ 矢 田部 勤 ・ 
瀬尾 武 : 愛媛 県 下 に お ける 状 虫 症 の 地域 的 に 関す る 研究 (880~885) 
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・ 大 森 南 三郎 ・ 崎 利 夫 ・ 末 永 ・ 北 村 精 一 ・ 片 峰 大 助 ・ 江 良 栄 一 ・ 


深町 光 : 西 九州 地区 於 ける フィ ラリ ア 実験 的 研究 (886~894) 
林 生 ・ 佐 藤 長 田 泰博 : 伊豆 諸島 の 青ヶ島 に お ける バンク ョ フト 虫 症 の 研究 ……・‥(895~903) 
林 滋 生 : 糸状 虫 に お ける 濃 検 血 の 検出 率 も と づく 


集団 と 媒介 策 の 効果 判 つい て (904~908) 
林 栄 一 ・ 高 村 省 三 ・ 杉 山 態 男 ・ 杉 山 富 族 : 原虫 薬 の 基礎 的 研究 (第 8 報 ) 

4- チ ー ヨ ヨー ドモ ー ル に よる 効果 に 就 い て の 検討 (909~912) 
二郎 ・ 望 月 久 ・ 野 : 静岡 県 下 の ヵ = ナ に 和 する 類 生 の ……… (913~922) 

. 小宮 義孝 : ミヤ イリ ガイ (Oncomelania nosophora) の 

地 と その の た め の ュ ンタ クリート 化 の 管理 状況 の 調査 (923~931) 
ー ・ 大 : 都内 病院 に 入院 中 の 者 の 腸 等 寄生 原虫 検査 成績 (932~934) 
保阪 幸男 : ミヤ イリ ガイ 剤 の 実験 効果 判定 の 検討 (2) (935~942) 
小宮 義孝 ・ 橋 本 小 山 力 : 新造 テン タリ ー ト 水槽 内 に お ける 

ミヤ イリ ガイ の 状況 に つい て (943~950) 
橋本 : ミヤ ャ イリ ガイ の 生殖 細胞 の 発育 状況 と その と の 関係 に つい て (951~957) 
小川 初枝 : 症 に 関す る 研究 (2) の 家族 内 感染 た つい て (958~ 961) 
佐藤 孝 : Cotton rat を 用 いた 症 化学 療 法 の 実験 的 研究 

(1) スパ トニ = ン 及 び マ フ ア ル ゾー ル の 流血 中 ミク ロフ ィ ラ リア 数 に 及ぼ す 影 響 ………… (962~971) 
中 村 文 昭 : 虫 卵 と ょ る 肉芽 腫 形成 に 関す る 実験 病理 学 的 研究 

(1) 感 作 時 , 非 感 作 時 の 差違 に つい て eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeee ee (972~991) 
位 坂 清光 : 実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 

(第 2 報 ) 浴 療 時 の 血液 及び 肺 臓 の 変化 に つい て ecteeeeeeeeeeeerreeeeeeee' (992~1004) 
位 坂 消 光 : 実験 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 

(第 3 報 ) 再 感 染 時 の 血液 の 変化 た 就 い て ememeeeeeeeeeneeemeeeeeeeseeeeeeerea。 (1005~1013) 
位 坂 消 光 : 実験 的 犬 肺 吸虫 症 た に 関す る 研究 

(第 4 報 ) 再 感染 時 の 肺 血管 系 の 形態 学 的 研究 emereeeseeereeeeeeeeeeeeeee (1014~1019) 


小山 二 三 人 : 夫 状 虫 免疫 に 関す る 基礎 的 研究 
(1) イヌ 和 状 虫 に よる 感 作 を モル モッ ト に 対す る Arthus 現象 た に つい て ーー (1020~1026) 
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